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①

②

③

①『/ ﾏｽﾀ管理』をｸﾘｯｸ
　　　　　*ｳｸﾞｲｽ色になった事を確認
②『Z ﾏｽﾀ管理』をｸﾘｯｸ
　　　　　*ｳｸﾞｲｽ色になった事を確認
③『F3 品番ﾏｽﾀ ﾒﾝﾃ』をｸﾘｯｸ

受注内容

詳細内容入力

契約先を間違えると
客先との差異が発生
(出荷実績情報が契約先へ送信)
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注意事項
一品番ごとに全て入力
　*配色違い、構成品など入力後
　　初めて親子ﾏｽﾀｰ入力可能となる

契約先を間違えると
仕入先との差異が発生
(発注/受領情報が契約先で集計され
る)

発注内容

詳細内容入力
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【仕入先/工程　かんばん見本】

① 部品品番を入力する(12桁迄で入力) *英字半角大文字入力及び、ﾊｲﾌﾝ(-)は入力しない
② 製品の車型を入力する(複数流用時は最初に使用した車型) *未入力でも可
③ 社内背番号を入力(英字半角大文字5文字迄入力可) *客先複数納入時は、"K"へ納入先別を入力
④ 品名を入力(基本は図面の品名を記入　RH/LH(製品表示)があれば記入し、かんばんｹｰｽ識別に使用)

*1 図面RH/LH表示と現物では、ﾊﾝﾄﾞﾙ使用により表示が異なる場合がある
*2 基本は英字半角大文字 20文字まで入力可

⑤ 製品の収容数を入力
⑥ 「F7 検索」をｸﾘｯｸし、該当の箱種を選択する　*直接 箱種を入力しない　例) TP331 ←　NG
⑦ "552"と入力する　*初期設定で5-5-2となってるがそのままでもOK
⑧ 在庫発注の有無を入力　*枠横"▼"をｸﾘｯｸし選択
⑨ 製品(構成品等含む)区分を入力　「F7 検索」をｸﾘｯｸし該当するものを選択
⑩ 製品の前工程を入力　「F7 検索」をｸﾘｯｸし該当するものを選択
⑪ 製品の後工程を入力　「F7 検索」をｸﾘｯｸし該当するものを選択
⑫ 担当者(工場名)を入力　「F7 検索」をｸﾘｯｸし該当するものを選択
⑬ 樹脂製品及び鉄塗装品で配色番号があるものは入力　(例：007B)
⑭ 金型所在地を入力する項目だが、現状使用していないためﾌﾞﾗﾝｸにしておく
⑮ 代行直納( TB/SS部品)を行っている場合に”1”を入力する

そのままだと、客先との差異が発生し迷惑をかけると同時に
　お金を支払って貰えなくなる可能性あり。また、後日 客先へ対策書を作成し提出有

【注意事項】　TB/SS部品の有無については、不明な場合は上司もしくは営業へ必ず確認すること。！
⑯ 製品写真を横枠"・・"で「品番写真ﾌｫﾙﾀﾞｰ」から選ぶ

*写真の名前は必ず、英字半角大文字で"-"を含む　10桁とする

【仕入先 追加/指示注文時現品票見本】 【A～K】は受注及び発注時に必要項目となる
入力開始時は「F9 取引先」をｸﾘｯｸしてから行う

A 受注/発注時の相手先ｺｰﾄﾞを「F7 検索」から選ぶ
例) 受注 TB猿投 → 7364W

発注 三和ﾌﾟﾚｽ → 30084
B 受注/発注時の相手先受入を入力する(英字半角大文字) 

例) 受注 納入先の受入を直接入力
発注 各工場の受入先を直接入力　*直納の場合は、担当工場受入を使用

C ”A”及び”B”が受注/発注かを確認し、該当する方を選ぶ
D 受注/発注時の背番号を入力　*発注時は③(社内背番)に合わせる
E 左記(SK区分)で手配方法を”かんばん”を選んだ際に納入ｻｲｸﾙを入力

*発注時は、”かんばん”を選ばないと客先内示ﾃﾞｰﾀｰは自動展開されない
F 受注/発注時の収容数を入力
G 基本は⑥を入力した情報が表示されるが、未入力の場合は”⑥”同様の処理を行う
H 製品の契約先を「F7 検索」で選ぶ

*契約先を間違えれば、受注/請求　発注/支払　先差異となり迷惑をかけるため
　良く確認をしてから入力をする

I か係数(安全係数)を入力(少数点第2位迄可)　*客先のブレ及び仕入先から入荷時の在庫量
J 仕入先納入日にて曜日指定がある場合にのみ使用　*納入日にﾁｪｯｸを入れる
K 納入先が複数あり、納入先毎に背番号等入力　*英字半角大文字で30文字迄(上下15文字ごと)入力可

*1 発注時に社内の置場を指定し入力可
*2 初回立上及び打切り/工程変更等で期日が決まっている場合に期日指定が出来る

*1 工程移管時の内示振分けやかんばん発行時の使用期限など
*2 工程移管時など期日がきちんと決まって無い場合はﾗｯﾌﾟ期間を1週間程もうけると良い

*3 発注時の手配区分を選ぶ　*取引先ﾏｽﾀｰに事前登録と異なる場合のみ
*4 発注時に複数の仕入先より手配する場合に使用

* 納入先ごとの比率を入力することにより内示展開される

作業終了時は「F12 終了」をｸﾘｯｸし初期画面に戻る
初期画面に戻ったら、右上「×」をｸﾘｯｸすると画面が閉じる
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